
 

 
 

 
 

 

大
商
連
税
対
活
動
交
流
会 

任
意
調
査
に
は
納
税
者
の
権
利
を
学
ん
で
対
策
を 

  

大
阪
商
工
団
体
連
合
会
は

8
月

24
日
、「
税
金
対
策
活
動
交
流
会
」
を

開
催
し
、
全
体
会
で
は
税
理
士
の
佐
伯

氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
約
100
名

の
会
員
が
集
ま
り
、
税
務
調
査
に
お
け

る
納
税
者
の
権
利
や
具
体
的
な
対
応

策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
佐
伯
氏
は

講
演
で
「
税
務
調
査
は
あ
く
ま
で
『
任

意
』
で
あ
り
、
不
当
な
要
求
に
は
屈
し

な
い
こ
と
が
重
要
だ
」
と
強
調
し
た
。 

 

講
演
は
税
法
の
構
造
を
理
解
す
る

こ
と
の
重
要
性
か
ら
始
ま
り
、
憲
法
を

頂
点
に
法
律
、
政
令
・
省
令
、
そ
し
て

国
税
庁
の
「
通
達
」
が
続
く
階
層
構
造

を
解
説
。「
通
達
は
あ
く
ま
で
内
部
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
り
、
法
的
拘
束
力
は

な
い
。
調
査
官
が
通
達
を
盾
に
不
当
な

要
求
を
し
て
き
た
場
合
、
き
っ
ぱ
り
と

反
論
で
き
る
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

税
務
調
査
の
実
践
的
防
御
策
と
し

て
佐
伯
氏
は
、
調
査
官
が
最
も
注
目
す

る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
売
上
」
を
挙
げ
、

日
々
の
正
確
な
記
帳
が
最
大
の
防
御

策
で
あ
る
と
指
摘
。
ま
た
売
上
原
価
や

販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
に
つ
い
て

は
、
事
業
と
の
関
連
性
を
具
体
的
に
説

明
で
き
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
持
つ
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
自
宅
兼
事
務
所
の
家
賃
や
水
道
光

熱
費
な
ど
、
事
業
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

両
方
で
使
う
「
家
事
関
連
費
」
の
按
分

に
つ
い
て
も
踏
み
込
ん
だ
解
説
が
行

わ
れ
た
。
単
に
慣
習
的
な
50
％
按
分

で
は
な
く
、
事
業
実
態
に
基
づ
い
た
具

体
的
な
根
拠
（
例
：
週
7
日
の
う
ち

5
日
は
事
業
で
使
用
す
る
た
め

7

分
の
5
）
を
示
す
こ
と
が
、
税
務
署

に
認
め
さ
せ
る
鍵
だ
と
説
明
し
た
。
講

演
の
後
半
で
は
納
税
者
の
権
利
を
守

る
た
め
の
具
体
的
な
行
動
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
調
査
で
は
安
易
に
修
正
申
告

に
応
じ
ず
当
初
申
告
の
内
容
を
貫
く

こ
と
の
重
要
性
を
強
調
。
申
告
納
税
制

度
の
根
幹
に
関
わ
る
考
え
方
で
あ
り
、

納
税
者
が
主
導
権
を
握
る
べ
き
だ
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
調
査
の
最
後
に
作
成
さ
れ
る

「
質
問
応
答
記
録
書
」
つ
い
て
は
署
名

を
し
な
く
と
も
強
力
な
公
的
な
証
拠

に
な
る
た
め
、
作
成
さ
せ
て
は
い
け
な

い
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

全
体
会
の
後
は
3
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
て
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
税

対
分
科
会
は
6
つ
の
分
散
会
に
分
か

れ
て
活
動
を
交
流
し
、
分
科
会
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
報
告
で
は
税
務
調
査

が
始
ま
っ
た
納
税
者
の
事
例
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
調
査
官
の
訪
問
に
驚
き
、

動
揺
す
る
納
税
者
に
対
し
、
民
商
が

「
き
ち
ん
と
権
利
を
主
張
す
る
こ
と

が
非
常
に
大
事
」
と
助
言
し
た
こ
と
で
、

納
税
者
自
身
が
立
ち
向
か
う
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
経
験
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
経
験
は
日
頃
か
ら
の
学
習
と
、

い
ざ
と
い
う
時
に
頼
れ
る
組
織
の
存

在
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
改
め

て
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
税
務
署
員
が

若
く
、
知
識
不
足
で
あ
る
た
め
に
調
査

が
な
か
な
か
進
ま
な
い
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
納
税
者
側
が

民
商
の
仲
間
の
立
会
い
を
求
め
て
も
、

税
務
署
が
こ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
が

多
い
と
い
う
実
態
も
共
有
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
事
実
上
の
立
ち
会
い
を

実
現
す
る
た
め
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
民

商
と
い
う
組
織
で
連
帯
し
、
権
利
を
主

張
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
改
め

て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

地
域
別
最
低
賃
金 

大
阪
は
１
１
７
７
円
に 

２
０
２
５
年
度
の
大
阪
府
の
最
低

賃
金
は
、
10
月
16
日
か
ら
時
間
額
１

１
７
７
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
通

し
で
す
。
こ
れ
は
現
行
の
１
１
１
４
円

か
ら
63
円
の
引
き
上
げ
と
な
り
、
上

げ
幅
・
率
と
も
に
過
去
最
大
で
す
。
こ

の
引
き
上
げ
は
、
大
阪
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
か
ら
の
答
申
に
基
づ
く
も
の

で
、
正
式
決
定
後
に
10
月
16
日
の
労

働
分
か
ら
適
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

※ 最低賃金との比較する金額の計算方法 

① 時間給の場合 時間給 

② 日給制の場合 

日給 ÷ １日の平均所定労働時間 

③ 月給制の場合 

月給 ÷ １年間における１か月平均所定労働時間 

④ 出来高給（請負給）の場合 

賃金算定期間（賃金締切期間）に支払われた総額  

÷ その期間に出来高制によって労働した総労働時間 

⑤ ①～④が混在 

各賃金の１時間あたりを算出し合計した額  

伝
言
板 

中
小
商
工
業
全
国
交
流
研
究
集
会 

日
時 

9
月
5
日
、
6
日
、
7
日
、 

12
日
、
13
日
、
14
日 

参
加
費 

会
員
は
無
料 

申
込 

民
商
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

➢
 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
基

礎
講
座
・
分
科
会
等 

⚫
 

業
種
別
・
課
題
別
の
13
分
科
会 

⚫
 

小
規
模
企
業
振
興
と 

経
営
の
工
夫
を
パ
ネ
ル
で
討
論 

⚫
 

基
礎
か
ら
分
か
る
経
営
計
画 

な
ど 

主
催 

第
23
回
中
小
商
工
業
全
国
交
流
・ 

研
究
集
会 

実
行
委
員
会 

千
里
南
公
園
よ
っ
と
い
で
祭 

模
擬
店
出
店
で 

事
業
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
！ 

9
月
14
日
（
日
）
10
時
～ 千

里
南
公
園 

模
擬
店
出
店
費
用 

8
千
円 

毎
年
恒
例
の
「
よ
っ
と
い
で
祭
」
は
地

域
住
民
で
賑
わ
う
絶
好
の
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
！
飲
食
物
、
サ
ー
ビ
ス
、
雑

貨
な
ど
、
あ
な
た
の
事
業
を
地
域
に
直

接
ア
ピ
ー
ル
し
ま
せ
ん
か
？
新
た
な

顧
客
と
の
出
会
い
や
、
地
域
で
の
認
知

度
向
上
に
繋
が
り
ま
す
！
民
商
で
は

「
業
者
の
ひ
ろ
ば
」
を
運
営
し
ま
す
。

一
緒
に
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！ 

 

無
料
法
律
相
談 

9
月
18
日
（
木
）
13
時
00
分 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
の
弁
護
士

に
よ
る
無
料
出
張
相
談
会
で
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

  


